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界差別について
南北両阿毘達磨の修行道における位置づけ 一
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＜参考文献及び略語＞

0.序論

漢訳阿含経やパーリ・ニカーヤという初期仏教経典で説かれている多様

な修行道は，部派仏教に受け継がれ，各部派独特の修行道が展開された．

インド部派仏教の中でもっとも勢力が大きかったインド北方の説一切有部

の論書と三蔵や注釈文献が完全に伝われている南方の上座仏教の論書を中

1、
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心として，本論では「界差別」としづ修行道を取り上げ，この「界差別J

としづ修行道が初期仏教以来，説一切有部と南方上座仏教の修行道の中で

如何なる位置を占めていたかを明らかにしたい．漢訳阿含経1とパーリ・6ニ

カーヤそして，パーリ文献としては『清浄道論』 ( Visuddhimagga, Vism) 

を，有部の文献としては『大毘婆沙論』 『雑阿毘曇心論』等の論書を中心

にこの問題を考察してみる. 2 

1.界差別の意味

1.1.パーリ文献における界差別

周知のように，修行道としての「界差別」は，パーリ経典では主に，四

念処の中での身念処の一項目で， 「四界差別Jとして次のように説かれて

いる．

次にまた，比丘達よ，比丘は，他ならぬこの身体を，あるがままに，置

かれたままに，要素（界）から観察する．この身体には， t也の要素（地

界） ・水の要素（水界） ・火の要素（火界） ・風の要素（風界）が存在

すると. J 

1阿含経の中でも有部の所伝と云われている『中阿含経』と『雑阿合経』を中心に考察す

る．阿含経の所属部派に関しては，榎本文雄［1984］参照．

2 「界差別」という修行道は，現在，ミャン7ーを中心として南方上座仏教国や欧米で幅

広く行われている修行法の一つである．特に，マハーシ サヤドウ（MahasiSayadaw, 

1904・1982）によって用いられた修行法は，長部の『大念処経』の修行法を根拠にしながら

「界差別jを中心としている.＇？ハーシサヤドウの修行法に関しては金宰歳［ 1997:46,

52）参照．

3 『大念処経』 DN2,294 ＝『念処経』 MNl,57 ＝『身念経』 MN3,91: 

puna ca para111 bhikkhave bhikkhu, imam eva kayam yathaJhita111 yathapm:iihitam dhatuso 

paccavekkhati, atthi imasmi111 kaye pathavidhatu apodhatu t吋odhatuvayodhatiiti. 
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四界に空界と識界とが加われ，六界が提示さえている. 13 

有部の阿毘達磨において身念処の中で「界差別J （界方便）の「界」の

内容は六界を意味するようになったのは，上記の『中阿含経』の中の経典

の影響であると見ってもよかろう. 14 
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8］参照

II 『中阿合経』巻第二十， No.80, T.l,554c-557c，特に，観身諸界に該当する 556a26-7に

次の知くである

「復次比丘修習念身．比丘者，箆金量亙．此身中有地界水界火界風界空界識界J.

12 『中阿含経』巻第二十四， No.98, T.l, 582b-584b，特に， 583b17-9

「復次比丘観身如身．比丘者，箆盈蓋星我此身中有地界水界火界風界空界識界」

日パーリの『念処経』と中阿含経の『念処経』との比較研究は，田中教照［1993：・150168] 

（榎本文雄［1984:102］，水野弘元

参照．

面白いことに，所属部派が不明である『増ー阿含経』

[1996 : 457・9]）には四界が説かれている.T.2, 568a23-9. 

「復次比丘，還観此身有地種耳目，水火風種耶．如是比丘，観此身．復次比丘，観此身傘型i

蓋星．此身有盟運…有埠生率昼f重J

14例えば，有部阿毘達磨の中で身念処の界差別の内容を提示している『阿毘達磨法鎌足

論』 (T.26, 476a28・b3）を見てみよう．

「復次・翁於此内身，観察思惟誼亙差盟）.謂此身中，唯有種種地界水界火界風界空界

塾星．如是J思惟諸界相時，所起於法簡択乃至毘鉢舎那，是循内身観，亦名身念住J

『雑阿毘曇心論』にも「不浄観J, 「安般念」と共に三度門のーっとして提示されている

「界方使観」は六界に対する観察である.T.28, 908b10・11.

「能於自身星五_i!.観此身種種自性種種業種種相，謂地等さ昼J

『議伽師地論』「声開地Jの五つの浄行所縁のーっとしての「界差別所縁」においての「界J

も六界である.T.30,430al4-15. 

「云何星差担宜盆．謂主星差~·一地界二水界三火界四風界五空界六識界J

「声聞地Jの五つの浄行所縁に関しては，縛主主敏［1994］参照．特に五停心観に関しては，

p.129参照．

ちなみに， 『大般若経』には，四界が提示されている．

「審観自身，如寅念知旦星差盟．所謂盟星進本且星」 Tふ298bl3-4.

J

》
i
i
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r
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このように身体を四つの要素から観察する修行道を「四界差別」

catudhιtuvavatthanaと命名したのは，パーリ文献では『清浄道論』等の註釈
文献ではじめて見られる．そして『清浄道論』では，界作意 dhiitumanasikiira, 

界業処 dhiitukammat(hana，四界差別 catudhiituvavatthiinaとは同じ意味で

あり， 4界の分別 dhatuppabheぬとも云う. 5 

上記の「四界差別」が説かれている三つの経典は，長部の『大念処経』

Mahiisatijロat(hana-sutta，中部の『念処経』 Sat伊a{{hana-sutta, 『身念経』

Kiiyagatiisati-suttaであり， 3ヶ所すべて身念処のーっとして説かれている．

そして『清浄道論』では，禅定修行の 40種類の主題（業処 kamma({hana)

のーっとして「四界差別」を非常に詳しく解説している．上記のように身

念処の一項目として簡略に「四界差別」を説明した後に， 『象跡輸大経』

M ahahatthipadupama-sutta6，『教誠羅・羅大経JMahiiriihuroνiida-sutta 7，『界
分別経』 Dhatuvibhnga暦sutta8を引用しながら詳しく「囚界差別」を分析して

しる. 9これらの三つの経典で説かれている「四界差別修習」を簡単に整理

すれば，髪 kesii・毛 loma・爪 nakhii・歯 dantii等としづ身体を構成して

いる部分を地界・＊界・火界・風界にあてはめながら分析的に観察するこ

とである．
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しかし，有部所伝の『中阿含経』 10の『身念経』 11と『念処経』 12には，

1.2.有部の『中阿含経』における「界差別」

4 Vism, 347: dhatumanasikiiro dhatukammal¥hiinarμ catudhatuvavatthanan ti atthato ekam. 

5 Vism, 352. 

“MNl, 184仔．
7 MNl, 42lff. 

" MN3, 237ff. 

9 Vism, 347-370. 『清浄道論』の「四界差別修習Jは，先行する『解脱道論』の「観四大j

(T32,438b-40b）に該当する． 『解脱道論』では， 『清浄道論』より簡略に説明されてい

る両論に対する詳しい比較研究は Bapat[1937:82・84］参照．

Ill 『中阿含経Jが説一切有部系に帰属されるということに関しては，複本文雄［1984:97・
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1.3.四界の意味

修行道としての「四界差別」において四界の意味解釈は，パーリ文献と

有部の阿含経や論書がほとんど一致している．簡単に言えば，地界は堅性・

固性，水界は結著性・流動性，火界は遍熟性・熱d展性，風界は支持性・浮

動性である. 15 

2.修行道において「界差別」の位置

2.1. 初期経典における「界差別j

「界差別Jという修行道は初期経典においては，四念処の中の身念処の

ー項目として（『大念処経』等）あるいは，五趨（五取麹）の色沼（色取

組）としての四大の分析において（『象跡輸大経』，『象跡喰経』T.1,464b・67a),

また六界（地水火風空識）として（『界分別経』，『六浄経』 MN3,30-37. esp. 

p.32）説かれている．

これらの初期経典で登場する「界差別」という修行道は，心を一つの対

象に集中する（心一境性）禅定の側面より，四大（四界）は無常，無我で

あり，滅尽の性質を有するもの （khayαdhammatii），壊滅の性質を有するも

の（νayadhammatii），変異の性質を有するもの（νiJフaril'}iimadhammatii）で

ある16こと等を知る智慧の側面が重点的に教えられている．このように智慧

の側面から言えば，漢訳阿含とパーリ・ニカーヤにおいての「四界差別」

15 yo imasmim kaye thaddhabhavo va kharabhavo va, aya111 pathavidhatu ; yo abandhanabhavo va 

dravabhavo vii, aya111 apodhatu ; yo paripacanabhiivo vii ui:ihabh孟VOVa, ayal]l tejodhiitu ; yo 

vitthambhanabhiivo va samudirai:iabhiivo vii, ayal]l viiyodhiitii ti. Vism, 351-2. 

「地界云何。答堅性…水界云何。答淑性…火界云何。答媛性．．風界云｛iiJ。答軽等動性」 『大

毘婆沙論』巻第七十五， T.27,387c-388b. 

16 MN1,185ff., MN3,32, MN3, 240., T.1,464c27-9：「色法…是破壊法是滅尽法離散之法J.また

初期経典の中で五取組の無常・苦・無我等を説く経典に関しては森章司［1995:281ff］参

照．
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は観 v伊assaniiとし、う修行道として位置づけられる．

2.2.南方上座仏教の修行道において「界差別Jの位置づけ

2.2.l.禅定の主題（業処）としての「界差別J

先述のように（1.1.) , 「四界差別Jが独立した修行道としてパーリ文献

に登場するのは，註釈文献からである．そして， 「四界差別jに関する詳

しい分析説明は『清浄道論』の「三味の解説 samiidhiniddesaJの中（Vism,

347・370）で施されている．

ここで， 『清浄道論』においての「四界差別Jに関して注目したい点は，

f四界差別修習Jによってもたらされる禅定である． 「四界差別修習」に

よって得られる禅定は近行定 upaciira-samiidhi17である． 『清浄道論』に次

のように云う．

’地界’，’水界’と界のみにより， （即ち）非有情により，無命者

により，注意を傾き，思惟し，観察するべきである．このように努力し

つつある彼に，久しくない内に，界の差別を照らす智慧によって獲得さ

れる三味 自性法を対象としているために安止（定）に到達できず，近

行（定）のみの三味が生起する. 18 

pathavidhatu apodhatii ti dhatumattato nissattato nijjivato avajjitabbaip 

口近行定に関しては金宰農［1995］参照．

18 自性法を対象としている禅定の主題（業処）には，十随念の中で出入息念と身念を除い

た八随念，食厭相，四界差別，識無漫処，非想非非想処の 12業処である．

tathii dasasu anussatisu Jhapetvii iiniipiinasatiii ca kiiyagatiisatiii ca avasesii a!!ha anussatiyo, iihiire 

pa¥ikillasaiiiiii, catudhiituvavatthiinal]l, viiiiiii(laiiciiyatan31]1, nevasaiiiiiiniisaiiiiiiyatanan ti imiini 

dviidasa sabhiivadhammiirammaniini. Vism, 113. 

これら 12業処の中で，無色定である識無岩盤処，非想非非想処を除いた 10業処は，近行定

をもたらす．

kiiyagatiisatiii ca iiniipiinassatiii ca avasesii a!!ha anus芯atiyo,iihiire pa¥ikiilasaiiiia, 

catudhiituvavatthiinan ti imiin' eva h’ettha dasa kamma!!hiiniini upaciiriivahiini. Vism, 111. 
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manasikatabbarp paccavekkhitabbarp. tass' evarp vayamamanassa na ciren’eva 

dhatuppabhedavabhasanapa百貨apariggahito sabhavadhammarammai:iatta 

appanarp appatto upacaramatto samadhi upajjati. Vism, 352. 

ここで我々は「四界差別修習j によって智慧が得られ，その智慧によっ

て定（近行定）が生起するという解釈を確認することができる．この近行

定によってさらに観修習が進んでいくことになるであろう. 19 

2ユ2. 観修習に用いられる「四界差別」

周知のように， 『清浄道論』において実践的な観修習 vipassanふbhiivanii

は慧体 pannii-sarlraと云う五清浄すなわち，見清浄・度疑清浄・道非道智

見清浄・行道智見清浄 ・智見清浄20として展開する．五清浄の中で，最初の

見清浄は名色を如実に見ることであり， 21 ここで， 「四界差別jが説かれ

ている．

次に純観行者あるいは，この止行者は四界差別において説かれたそれぞ

れの界の把握門の何れかの門によって簡略にあるいは詳しく四界を把

握する22

19定と慧とのこのような相好関係は，まさに『法句経』の次の詩を連想させる．

智慧なき者には神定がない禅定なき者には智懲がない

till定と智慧が備わっている者彼こそが浬祭の近くにいる

natthi jhanarn apa員五a尉apaiina natthi ajhayato 

yamhi jhiinaii ca pa五百五ca save nibbiinasantike. Dhp 372. 

20 ditthivisuddhi, kanthiivitaral)avisuddhi, magg孟maggaiiiil)adassaniivisuddh1,

patipadaiial)adassanavisuddhi, iiiil)adassanavisuddhi ti ima pa白cavisuddhiyosariran ti. Vism, 587 

21 namarupiin副首yiithiivadassanamdiqhivisuddhi niima. Vism, 587. 

22 suddhavipassaniiyiiniko pana ayam eva v雇samathayiinikocatudhiituvavatthane vuttanam tesam 

tesam dhiituparigahamukhiin剖naiiiiataramukhavasena sailkhepato va vitthiirato vii catasso dhiituyo 

pariganhiiti. Vism, 588. 
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ここで「四界差別j としづ修行道が純観行者23カ＇｛~める修行道として明確
に提示されている．四禅等の禅定に依らない純観行者は，次のよ うな経説

から慧解脱者として理解することが出来る．

比丘達よ，如何なる人が慧によって解脱した人（慧解脱者）であろうか？

ここにある人が色を超越し，無色である平穏なる解脱を身体で経験する

ことなく住している．しかし，彼は智慧によって見ることにより， 煩悩

（漏）が完全に消滅している．比丘逮よ，この人を慧解脱者と呼ぶ.24 

慧解脱者とは四色禅や四無色禅という安止定としての禅定の体験がなく

て，煩悩を消滅した阿羅漢を意味する.25このように慧解脱の阿羅漢になる

最初の修行道として「四界差別修習Jは位置づけられていると思われる.26 

23無得定者は純観行者あるいは乾観行者であるd 句hiinaliibhisuddhavipassaniiyaniko 

sukhavipassako va. Vism-mh¥ f mヨ300],[b:2, 474] 

24 katamo ca bhikkhave puggalo paiiiiavimutto. idha bhikkhave ekacc沼 puggaloye te santii 

vimokhii atikkamma riipe aruppa te na kiiyena phassitva viharati, paiiiiiiya cassa disvii iisavii 

parikkhil)a honti. ayal)l vuccati bhikkhave puggalo paiiiiiivimutto. MNl, 477-8. (=Pg,14) 

『阿毘達磨集異門足論』 T.26,436a2-4

［云何態解脱補特伽羅。答若補特伽羅。雛於八解脱身未E正具足住。 而巳以慾永尽詩編。是

名慧解脱補特伽羅j

白神定と智慧に関連して，初期仏教において阿緩漢になる修行道には大きく 二つの流れが

あったことに関しては多くの研究がなされている 即ち，阿羅漢果を得るために禅定（l!.LJ

禅あるいは八禅）の体験が必要か必要ではないかの問題である．二の問題に関オ る研究の

歴史は，金宰屍[1995］，下回正弘［！996］を参照されたい．

泊二つの初期経典から，替、解脱の比丘が多く存在していた事実を確認される

(1) 500人の態解脱比丘は四禅がなくて漏盤者になったとしづ経典（雑阿含14，『須深』 No.

347, T2, 96b25・98a12=SN2,119-128 Susimo -sutta) 

(2）五百の比丘（阿羅漢）の中で三明・倶解脱・慧解脱の数が説かれている経典（雑阿含 1212

『自怒』 T.2,330a-c., SNl,190-2, paviiral)ii）雑阿含経では三明90名，倶解脱90名，他は
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2.3.北方有部の修行道において 「界差別jの位置づけ

有部では「界差別Jの「界」は六界を指していることはすでに検討した

通りである．そして，有部の論書においては「界差別Jとは「六界差別」

を意味する．

有部阿毘達磨の発達は三段階に分けられる27.三段階で発達した論書の中で

「界差別j 「界方便jが有部の修行道の体系に登場するのは， 『大毘婆沙

論』 『阿毘曇心論経』『雑阿毘曇心論』 28程度である．

2.3.l. 『大毘婆沙論』における「界差別j

先ず， 『大毘婆沙論』では，記憶と忘失に関する議論の中で，界方便と

いう項目だけが，不浄観と持息、観と並んで提示されている．

このように，先に不浄観を起し，途中で忘失し，後に以前の所作の如く

加行によって，再び記憶する．先に持息念と界方便を起す時もまたこの

ようである. 29 

全部哲：解脱であると説かれているが，SNでは500名の比丘の中で， 三明，六神通，倶解脱

が各々 60名であり，それ以外は慧解脱であると云う．

27有部阿箆達磨の発達に対してはJ工島恵教 ［1988:164-8］によって整理してみれば次のよ

うである．

(1）初期段階’経典の註釈を施す段階 一 『集異門足論』 『法王直足論』

(2）経から独立 し， ~'1! 自 の研究が為された段階 一 『識身足論』『界身足論J 『施設論』『発

智論』 『大毘婆沙論』

(3）綜合化，体系化段階一『阿毘曇心論』 『阿毘曇心論経』 『雑~＇I毘曇心論』 『｛具合論』

『ii可毘達磨順正理論』等．

却これら阿毘曇心論系と『大毘婆沙論』の修行道の比較研究としては，田中教照［1975]

参照．

29 f如是先起不浮観，中間忘失，後図曲目前所作加行還得記憶．先起持息念界方便亦爾jT.27, 
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このように，先に不浄観を起し，途中で忘失し，それを捨て，また持息、

念、かあるいは界方便を起しでも，後にすべて記憶出来なくなる．先に持

息念か界方便を起す時もまたこのようである． 30 

これらの記述を見る限りでは， 『大毘婆沙論』においては，少なくとも

予備的な修行（加行， prayoga）として不浄観と持息観と共に界方便が用い

られていたことは分かる．

次の修行道の体系の中では，界方便としづ修行道は省略されている．

若順次第説諸功徳者，謄先説不浄観或持息念等， 次説念住，次説三義観，

次説七慮善，次説媛，次説頂，次説忍，然後謄説世第一法．若逆次第説

諸功f！患者，感先説阿羅漢果，次説不還，次説－＊，次説？頁流， 次説見道，
然後臆説世第一法． T. 27, Scl-9. 

ここでの議論の内容は，諸々の功徳法の中で世第一法を先に説く理由を

説明していることですが，我々はここで， 『大毘婆沙論』での修行道の順

次を知ることが出来る．その順序とは，不浄観或持息念等→念住→三

義観 → 七処善→媛→頂→忍→世第一法→見道→預流→ー

来→不還→阿羅漢果である．

ここで「不浄観或持息念等」の中に「界方便j を加えることは可能であ

ろうかつ「三念住加行Jとして説かれている次の説明に依ればそれは可能

である．何故ならば，界作意（界方便）は不浄観と持息観と共に念住の三

つの予備的な修行（三加行） として明確に提示されているからである．

問何謂念住加行．云何自相種性雑縁，及閲思修所成念住生起次第目答不

58a5-7. 

3<1 f知是先起不浄観，中間忘失，捨之復起持息念或界方使後皆不憶，先起持息念界方便亦爾」

T.27,58bll-3. 
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重盟主iニ金星空童，是調念住加行．員lj此矯先入自相種性身念住．員lj身
念住矯先入自相種性受念.T.27,941cl・6.

以上のように，界方便としづ修行道は『大毘婆沙論』で念、住の三加行の

ーっとして位置づけられる．

2.3.2. 『阿毘曇心論経』 『雑阿毘曇心論』における「界差別」

『阿毘曇心論経』と『雑阿毘曇心論』とは『阿毘曇心論』の注釈的な論

書である．これらの論書の中で，先ず， 『阿毘曇心論経』では， 『大毘婆

沙論』と同じく，不浄観，阿那波那（持息、念）と共に，界入（界差別）が

三方便観として説かれている. 31 

そして， 『雑阿毘曇心論』には，三度門として不浄観，安般念，界方便

観が説かれ，特に，界方便観に対して有部論書の中でもっとも詳しい説明

を施している.32 ここで，説かれている「界Jはいうまでもなく， 地水

火風空識の六界である．

これらの三方便観を予備的な修行道として，四念、住→四善根（燦・頂・

忍、・世第一法） →見道→修道（預流→一来→不還→阿羅漢向）

→無学（阿羅漢果）として修行道が整理される．

しかし， 『雑阿毘曇心論』を参考しながら著された『倶舎論』では，界

差別（界方便）を除いて，不浄観と持息観との二門を修道に悟入する要門

(dve avataramukhe) 33として立てるようになる．

食欲が強し、人々と大まかな考察（尋）が強し、人々は，不浄｛観］と持息、

念とによってそこ（修習）に悟入する.34 

31 T.28, 848c4-5. 

32 T.28, 908bl-23. 

33 AKbh. p. 341.6-7. ukte dve avat通ramukhe.

34 tatravataro ・釦bhayacanapanasmrtena ca I adhiragavitarkiil)am //6・9a-c//AKbh. p.337.8・20.

！！：豆退出;:2,じエ 47 

このように，念住の予備的な修行道から「界差別観」が外されていること

は， 『大毘婆沙論』でも確認される．

ある人々は云う（有説）．有情は仏法の真の甘露門に入るために次の二

種を観ずる．ーには不浄観，こには持息、念である．不浄観は四大から派

生した色（造色）を観ずることであり，持息、念は［地水火風の四］大種

を観ずることである. 35 

ここで「有説Jとして紹介されている説が世親の『倶舎論』では定説とし

て受け入られているかも知れないが，有部阿毘達磨における不浄観と持息

観とのこ門を修道に悟入する要門 （dveavatG.ramukhe）と見なす問題につい

ては別考で取り扱うことにしたい．

3.結論

阿含経やパーリ・ニカーヤのような初期経典の段階で「界差別」という

修行道は，南北両仏教伝統がほぼ同じ意味を保っていたが，部派特有の阿

毘達磨が発達するに従って，部派的な解釈が施され，各部派の修行道の中

で位置づけされていることが明らかになった．以上，考察した内容を簡単

に纏めてみる．

初期経典（阿含経とパーリ・ニカーヤ）において「界差別修習」は，観

ν1》assanaとし、う修行道として位置づけられる．

『清浄道論』を中心とした南方上座仏教の阿毘達磨では，智慧を得る観

「入修要二門不浄観息念，食尋僧上者如次第感修」 T.29,117b6-7. 

「得入修重lH品目．入修由二因．不~観息、念．稼日ー何人因不浮観入修．何人因阿那波那念

入修次第｛易自 多欲多党観」 T.29,269c8-11 

JS r有説，有情観此二種，~入悌法虞甘露門 ー不樗観 二持息念．不浮観観造色，持息

念観大種JT. 27, 662c8-10. 
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法の側面と，観修習の根拠となる近行定として位置づけられる．そして，

四禅等の禅定を観修習より先に修習しない純観行者は， 「四界差別修習J

を通して，慧解脱に到達する．

有部の阿毘達磨では， 『大毘婆沙論』』 『雑阿毘曇心論』を中心に四念

住の予備的修行 （加行）として，不浄観，持息観とと もに三方便門として

位置づけられる．
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四おわりに

ーはじめに

金策生 （慧拳）

法華経を類別に区分し，いわゆる第一類・第二類・第三類などと呼

ぶのは二つの意味を持っと言える．そのーは，今までの成立史的研究

の結果なされた時期的分類であり，それは法華経が一定の期間を通し

て段階的に付加し増広されたと見る立場から出た用語である．その二

は，法華経を内容的に分類したことだが，こういう分類ができるのは，

法華経が何品づっ同じ主義群に緩めれられるからであり，その纏ま り

はまただいたい三類に分類できるということである．この両者は概ね




